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Ⅰ．新・長岡京市観光戦略プラン策定の趣旨 

１．計画策定の目的 

長岡京市は、かつて都が置かれた王城の地として、歴史と伝統文化、そして、西山の豊

かな緑に育まれてきたまちです。 

近年は、京都と大阪という二大都市の中間に位置する地の利と、交通網の発達にも恵ま

れ、優良な企業の立地が進むとともに、良好な住環境を備えた都市として発展してきまし

た。 

また、これまで、長岡京市では豊かな歴史資源を中心に、多くの来訪者を迎えてきまし

た。しかし、近年、全国的に観光のあり方は、物見遊山から交流や体験を楽しむものに変

化し、多様化しています。 

また、まちづくりにおける観光の意味も、住民の地域への誇りの醸成や、地域産業への

寄与等、多様になるとともに、その重要性を増しています。 

このような社会環境の変化の中、長岡京市の観光のあり方を捉え、今後の観光振興に関

わる総合的な指針を明らかにし、戦略的な取組みを展開していくことが求められています。 

そのため、長岡京市では、観光振興に取り組む意義を、集客や消費行動の喚起による地

域経済の活性化と、地域の魅力の創出と捉えた上で、観光振興に係る今後の方針を明確に

し、体系的に施策を示す、「新・長岡京市観光戦略プラン」を策定します。 
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２．計画の期間 

本プランの目標年次は、平成 29年 4月～令和 9年 3月の 10年間とします。 

 

３．計画の位置づけ 

本プランは、平成 28～令和 12 年度を計画期間とする、「長岡京市第 4 次総合計画」に基

づき作成されるものです。 

第４次総合計画は、『住みたい 住みつづけたい 悠久の都 長岡京』を基本構想のキャ

ッチフレーズとして、「長岡京市が目指すひととまちの姿」を描いており、第２期基本計画

では、観光が関わる産業分野の 5 年後の目標として「地域内の経済循環が高まり、さらな

るまちの魅力・活力の創出により市内外からの新たな交流が生まれている」が位置付けら

れています。 

また、関連計画として平成 28年度に策定された「長岡京市シティプロモーションガイド

ライン」では、「住みたい」と思ってもらうきっかけとしての「訪れたいまち」を目指して

いくことが描かれている他、福祉や都市整備、交通等の各分野で、観光に関連した施策が

展開されています。 

本プランは、これらの上位・関連計画と連携し、コンセプトや取組内容について合致し

た方向での推進を図っています。 

 

 

 

 

         

 

 

 

  

長岡京市第 4次総合計画 

新・長岡京市観光戦略プラン

長岡京市シティプロモーションガイドライン 

関連計画 

 
実施計画に 

「新・観光戦略プラン推進事業」 

を位置づけ 

長岡京市景観計画・景観条例 長岡京市地域公共交通ビジョン 

第二期長岡京市都市計画マスタープラン 

交通バリアフリー基本構想 

第６次長岡京市障がい者（児）福祉基本計画 

関連計画の施策と連携 

長岡京市人口ビジョン ／ まち・ひと・しごと創生戦略 

 

長岡京市自転車活用推進計画 


